
梅雨の時期

雨も 晴れ間の太陽も  

月や 星も 味わって･･･ 

 

大空の雨は 

わきても そそがねど 

うるふ草木は おのがしなじな 

 

 

この夕べ 降りくる雨は  

彦星の 早漕ぐ舟の 

櫂(かい)の散りかも 

 

この夕べに降り来る雨は 

天の川の彦星がいそいそ

漕いでいる 

舟の櫂の雫が 

散っているのだなあ 

(万葉集 作者不明) 

空の雨は差別して 

降るわけでもないが 

潤う草木はそこに 

生える状況によって 

違ってくるものだ 

(僧都 源信) 

 


